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発 芽 に お け る 乾 燥高温処理の影響

第 1報品種間差と発芽温度条件

渡遺和弘・佐藤博志 ・佐 藤弘 一

(福島県農業試験場)

Effect of Heat on Breaking Seed Dormancy and its Varietal Diff巴rencesin Ric巴 toGermination 

1. Varietal differences and condition of temperature to germination 

Kazuhiro W ATANABE， Hiroshi SATO and Hiroichi SATO 

(Fukushima Prefecture Agricultural Experiment Station) 

1 はじめに

寒冷地稲作において安定的に水稲直播栽培を行うには，

出穏期を移植栽培の出穏期に近づけることが必要である。

直播栽培においては出芽を早めることが，ひいては出穂期

を早めることになる。従来，水稲種子の休眠打破の手法と

して乾燥高温処理が行われていた 1)。そこでここでは乾燥

高温処理 (450Cの7日間処理)が水稲種子の発芽に及ぼす

影響を調査した。

2 試験方法

試験 1・乾燥高温処理効果と品種間差

(1) 供試品種.まいひめ，ひとめぼれ，コシヒカリ

(2) 前処理:比重1.13で塩水選をし，その後45
0C7日間

の乾燥高温処理を行った。

(3) 置床粒数:100粒 3反復

(4) 置床方法 9 cmシャーレにろ紙を敷き，水で湿らせ

た後乾籾のまま置床した。蒸発した水分は適宜追加した。

(5) 設定条件:280C. 15
0C 

(6) 調査方法:280Cでは置床4日後. WCでは置床15日，

22日後に幼芽及び幼根が 1mmとなった種子数を計数した。

試験 2:乾燥高温処理の種子の吸水速度

(1) 供試品種:ひとめぼれ

(2) 前処理・比重1.13で塩水選をし，その後45
0

C7日閣

の乾燥高温処理を行った。

(3) 浸種粒数:100粒 3反復

(4) 浸種方法:50ccビーカーに水を入れ浸漬

(5) 設定水温・ 150C

(6) 調査方法:浸漬3. 4. 6. 7. 12日後に種子の表

面水を除去し重量を測定した。

試験 3:乾燥高温処理が吸水種子の発芽に及ぼす影響

(1) 供試品種:ひとめぼれ

(2) 前処理:比重1.13で塩水選をし，その後45
0C7日間

の乾燥高温処理を行った。

(3) 吸水処理:水温18
0

C 6日間浸漬

(4) 置床粒数:100粒 3反復

(5) 設定条件:280C. 15
0C 

(6) 調査方法:28
0Cでは置床2日後. 15

0Cでは置床7日

後に幼芽及び幼根が 1mmとなった種子数を計数した。

3 試験結果及び考察

試験 1:乾燥高温処理効果の品種間差

品種と温度条件を組み合わせ，乾燥高温処理の発芽歩合

の向上効果を調査した。高温条件下の280Cにおいても低温

度条件下の15
0Cにおいても，乾燥高温処理を行うことによ

りまいひめ，ひとめぼれ，コシヒカリの発芽歩合は向上し

た。品種間でみると休眠が深いとされるひとめぼれ，コシ

ヒカリでは発芽歩合の向上が顕著であった(表 1.表 2)。

しかし. 3品種の発芽歩合の向上効果は低温下では差が認

められなかったが，高温下では品種間に差が認められた

(表1，表2)。

表 1 発芽歩合(%)

乾燥扇

品種温処理

まいひめ 無

ひとめぼれ 無

コシヒカリ 無

まいひめ 有

ひとめぼれ 有

コシヒカリ 有

注.乾籾擦種

28
0C 

播種後4日
83.3 
41.7 
61.0 
94.7 
94.3 
97.7 

WC 
播種後15B， 22豆箆

66.7 87.3 
5.7 36.7 
52.3 89.0 
94.3 100.0 
29.3 80.3 
59.7 96.3 

表 2 分散分析表

要因
28

0

C 
播種後4日

36.7様車

420.3事事

37.1牟牟

F値

品種間

処理問

品種×処理

注.キ:p=0.05 

* * : p=O.01 

15
0

C 
播種後15日.22日後
16.4・本 31.0本車
6.0' 30.5本噂

2.4 3.0 

od 
qa 
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試験 2.乾燥高温処理の種子の吸水速度

ひとめぼれを用い，乾燥高温処理が種子の吸水速度に及

ぼす影響を調査した。

その結果，吸水速度には差がなく(表 3)，乾燥高温処

理は種子の吸水速度に影響しないと考えられた。

表4 吸水籾の発芽歩合(%)

表3 籾の吸水速度

積算水温 (OC) 45 60 90 105 180 

乾燥高温処 1.25 1.27 1.29 1. 29 1. 32 
理1.26 1.27 1. 28 1. 28 1. 30 

注.品種.ひとめぼれ水温:15
0

C 
吸水前の籾の重量を lとした場合の比で示した

尚一

1

2

乾燥高温処理

有

無

28
0C (播種後2日)

85.7 
65.7 

t=5.071 (p<O.01) d = 4 

15
0

C (播種後7日)

65.7 
15.0 

tニ 6.068(p<0.01)d = 4 

注. 日数は播種後日数

吸水:水温18
0CX6日間

100 

発
芽
発

根

率 50

帖

-+-Nol 2SOC乾黙..... ・-No228
0

C無処理

ーや-NollSOC乾熱

-e--No21S0C無処理

積算水温 lS0CX68
吸水後播種

。。 15 5 10 
惜穫後日数(日)

図 1 ひとめぼれの発芽スピード

試験 3:乾燥高温処理が吸水種子の発芽に及ぼす影響

吸水後，乾燥高温処理が発芽に対して影響を及ぼすかを

調査した。ひとめぼれの種子を吸水させた後， 28
0

Cでは置

床2日後， 150Cでは置床7日後に発芽歩合の調査をした。

両温度とも乾燥高温処理による発芽歩合の向上効果が認め

られ(表4，図1)，吸水種子でも乾燥高温処理による発

芽歩合の向上効果が認められた。

4 まとめ

乾燥高温処理を行うことにより，まいひめ，ひとめぼ札

コシヒカリともに発芽歩合の向上効果が認められた。休眠

が深いとされるひとめぼれ，コシヒカリでその効果が顕著

であった。また，乾燥高温処理の効果は， 15
0Cの低温条件

下やその後の吸水処理をしたその後の種子の発芽に対しで

も有効と認められた。

以上のことから，特に直播栽培において乾燥高温処理は

出芽の促進や一斉化に有効と考えられ，今後ほ場試験での

検討が必要である。
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